
1 武蔵野市のあゆみと地域特性

（１）武蔵野市のあゆみ

明治22(1889)年、吉祥寺、西窪、関前、境の４カ村と井口新田飛地
が１村となり、武蔵野村が誕生しました。甲武鉄道（現在のJR中央線
の前身）が開通し、境停車場（現在の武蔵境駅）が開設され、その後、明
治32（1899）年には吉祥寺停車場（現在の吉祥寺駅）も開業し、その頃
には市街地が形成され、商店街も出現したといわれています。
昭和５(1930)年には、三鷹駅が開設されたほか、昭和13(1938)年

に中島飛行機武蔵野製作所（後の武蔵製作所）ができたことによって、
西久保地区などには軍需関連産業（工業）が増えていきました。
昭和22（1947）年11月に都内で八王子市、立川市に次いで、３番目

の市となり、令和４（2022）年に市制施行75周年を迎えました。
昭和30年代後半からは、都市基盤の先導的な整備によるまちづく

りと商業振興とが相まって、利便性の高い住宅都市として発展してき
ました。

都内有数の商業集積地と言われる吉祥寺駅周辺は、大型商業施設
を核として回遊性の高いまちが形成されました。これには、百貨店が
吉祥寺駅周辺商業地の核として魅力を与え、ひいては地元商店街の活
性化を促進するという武蔵野商工会議所や商店会等からの意見に基
づき進めた、昭和46(1971)年の伊勢丹吉祥寺店に始まる百貨店の誘
致・出店が大きな役割を果たしています。
三鷹駅周辺は、事業所が集積する一方、総合設計制度＊による超高

層マンションが建設されるなど、住む人、働く人に利用されるまちに
なっています。
武蔵境駅周辺は、鉄道の連続立体交差事業＊により、南北一体のまち
づくりが進み、鉄道高架下には、現在、西側に向かって商業施設と歩
行者空間が連なり、新たなまちづくりが展開されています。
武蔵野市では３駅周辺における産業振興のみならず、緑と水のネッ

トワーク＊の推進等に努め、都市農地や屋敷林等を地域資源として保
全・活用することで、緑豊かで利便性の高い暮らしやすい住宅都市を
形成してきました。
また、計画行政によるまちづくりは、堅実な行財政基盤を築き、必

要な財政支出を行うことで、生産機能や生活機能の向上などの好循環
を育んできました。この好循環の維持には、行政による事務・事業執
行だけでなく、地域生活を支える事業者等の知恵や努力、市民のまち
への愛着や理解、協力が大きく寄与してきた結果と言えます。
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昭和40年代の駅前通り
（現サンロード）

昭和50年代の現すきっぷ通り

昭和40年代の三鷹駅北口

現在のサンロード

現在のすきっぷ通り

現在の三鷹駅北口

9



（２）武蔵野市の地域特性

時代の変遷とともに人口が増加してきた本市は、市内産業発展の糧となる豊富な地域特性を有してお
り、これらの地域特性を産業の活性化に活用していくことが重要となっています。

良好な住環境
都心からのアクセスが良く、市内の公共交

通網も充実しています。また市立公園などの
まとまった緑が玉川上水の水辺空間や街路
樹、緑道等で結ばれ、さらに住宅街の花と緑
があいまって、緑豊かな住環境を形成してい
ます。生活必需品等の買い物にも便利な商業
地域を有し、民間調査では住みたいまちとし
て、継続的に高い評価を得ています。

香り高い文化が根付く地域
数多くの文化人、作家、芸術家から活動拠点・

居住地としても選ばれる地域となっており、昭
和�39�(1964)年に開館した武蔵野公会堂を皮
切りに、音楽、芸術、演劇等を享受できる多彩な
文化関連施設を順次整備し、まちでは様々な音
楽イベントなども行われてきました。

自然・観光資源
吉祥寺駅に近接する井の頭恩賜公園や井

の頭自然文化園は貴重な自然・観光資源で
す。加えて市内には個性的な店舗も多く、そ
れを求めて訪れる来街者も珍しくありませ
ん。また、まちのイベントや文化的プログラ
ムも人が訪れるきっかけとなっています。

特色ある３駅の産業集積
市内全体の事業所数比率は「卸売業,小売業」が最も高く、次いで「宿泊

業,飲食サービス業」、「不動産業,物品賃貸業」と続き、この３業種が全体
の５割強を占めます。そのうえで、３駅周辺(吉祥寺、三鷹、武蔵境)で
は、それぞれの異なる特色を持って、相互にまちの魅力を高めています。
吉祥寺駅周辺は大型商業施設と商店街が混在し、個性的な飲食店など

が多くにぎわいを形成しています。
三鷹駅周辺は、計測・制御機器の世界的企業や大手外食チェーン店の本

社などが立地する業務機能地域と商業地域から形成されています。
武蔵境駅周辺は、武蔵野プレイス＊や近隣に大学等がある文教エリアで

す。駅前商店街や大型商業施設のほか、桜堤地区には、特徴的な住宅兼店
舗物件なども登場しています。

クリエイティブ産業の集積地
ものづくりやデザイン、アートに関わる

クリエイターや関連事業者が集積し、クリ
エイティブな活動がまちの特徴となって
います。
また、日本から世界に羽ばたくアニメや

漫画など、サブカルチャーの中心地として
も注目を集めるほか、数々のアニメ等の作
品の舞台としても取り上げられています。

多くの大学が立地する文教都市
市内には、私立大学４校と、専修学校５

校が立地しています。また、近接する自治
体には、大学が19校、短期大学２校、専修
学校・各種学校24校があり、学生が多く若
者のまちを形成しています。

まちを豊かにする都市農業
都市農業は、新鮮な農産物の供給に

加えて、農業体験などの交流機会の創
出、地産地消、食育のほか、景観形成や
環境保全、防災など生活基盤の向上に
も寄与しています。
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（１）個性的で魅力あるまちづくり

❶ まちの魅力向上と新たな魅力づくり

３駅を中心とした商業地は、それぞれに個性を持った店舖が多く、市内外から多くの来街者を引き付
けてきましたが、コロナ禍以降、その賑わいは以前に比べ減少しています。
市民アンケート調査及び近隣住民アンケート調査結果からは、市民や来街者など、誰もが安心して訪

れることができ、「買い物しやすい、歩いて楽しい商店会」や「個性・魅力ある個店の増加」への関心が高
いことがうかがえます。
まちの魅力向上と新たな魅力づくりは、持続的に図っていく必要があり、特徴ある産業や観光資源等

に加えて、個性を持った事業者やクリエイターが活躍できる場づくりが求められます。
また、新たな魅力づくりとして、異業種間連携の促進や社会実験などを検討していく必要があります。

2 武蔵野市の産業の現況と課題

市内の商店会に望むこと

0% 10% 20% 30% 40% 50%

買い物しやすい、歩いて楽しい商店会

n=727

生活必需品が購入できる

キャッシュレス化（電子決済、電子スタンプ等）

個性・魅力ある個店の増加

ネットでの注文・販売（クレジットカードや電子マネーの利用）

マルシェ等の買い物イベント

休憩所、交流スペース

医療・介護サービスの店舗

ホームページやSNSを通じた情報提供

移動販売・配達サービス

商品の相談等の会話やきめ細かなサービス

SDGsに取り組む商店（会）に関する情報発信

コワーキングスペース

市民・学生ボランティアとの協働

高齢者向けのイベント・サービス

子育て世代向けのイベント・サービス

その他

47.0

43.7

39.5

39.1

24.1

17.9

14.4

9.4

8.9

8.1

4.7

4.7

3.7

3.6

0.7

0.4

3.9

出典：武蔵野市「武蔵野市市民アンケート調査結果 令和４（2022）年」
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❷ 地域密着型の都市観光の推進

新型コロナウイルス感染症は、緊急事態宣言等による外出・行動制限や、国際的な往来の制限など、観
光需要に影響を与え、本市においてもインバウンド＊の来訪が激減しました。
現在は、インバウンド＊を含め、来街者数は回復傾向にありますが、インバウンド＊のみならず、特徴あ
る商業地域や自然、文化等を活用した、発見や体験を楽しみ、消費する、地域密着型の都市観光の推進を
図っていく必要があります。

❸ 都市農業の魅力の活用

農地は、新鮮で安全な農産物の供給だけでなく、防災機能などの多面的機能により市民生活を支えて
います。今後も農業の担い手の育成と承継支援を図り、営農者の確保と、農地保全を図っていくことが
必要です。また、営農者の安定した農業経営に向けた支援や販売促進、農産物を活用した他業種との連
携を促進していくことが求められます。このほか、関連計画と連動した農を通しての食育の推進と、市
内産農産物の学校給食への提供については、農業振興基本計画で定める使用割合目標の達成を目指し、
利用促進を支援していく必要があります。

❹ 効果的な情報発信

ICT＊が急速に進展したことで、情報の受発信エリアが拡大し、容易に幅広い対象者への発信が可能と
なったほか、伝えることができる情報量が格段に増加しています。また、発信手法も多様化しているた
め、世代によって情報を受信する方法が異なることも特徴です。
今後、市は、情報を伝えたい対象に“伝える”工夫や、情報を求めている人に“伝わる”工夫を行って

いくことが求められており、そのために適した手法を意識することが必要です。また、事業者等が効果
的な情報発信を行うための支援も必要となっています。

核となる大型商業施設の誘致
18.2%

その他
7.5%

アニメのまちとしての魅力づくり
2.5%
イベントの充実

5.6%

新しいお店の増加
6.5%

観光拠点の充実
7.1%

特色や個性のある飲食店の増加
9.7%

まちを回遊して楽しめるコースづくり
14.0%

特色や個性のある小売店の増加
13.5%

n=1,772
文化施設の充実
13.0%

バーや飲み屋等の夜に楽しめる店の増加
2.4%

今後、武蔵野市の魅力を高めるために必要と思われること

出典：武蔵野市「武蔵野市近隣住民アンケート調査結果 令和４（2022）年」
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（２）様々な連携の創出と促進

❶ 事業者等との連携

本市では、事業者からの新たな商品開発や販路開拓
に向けたビジネスマッチングを望む声を受けて、市
と武蔵野商工会議所が連携し、事業者同士の連携を
創出・促進して、新しい商品や事業を開発するきっか
けをつくるためのプラットフォーム事業「CO+LAB�
MUSASHINO（コラボむさしの）」＊を令和４(2022)年
度から試行実施しています。
初年度は、これまで接点が少なかった、農家と飲食店

事業者の交流会(農家見学会)を開催し、一定の成果を
得ました。現在も、交流会への参加などを通して、市内
産の農産物でつくるコラボ商品の開発が進んでいます。
また、本計画の策定にあたって実施した市民等ワー

クショップでは、商工団体関係者や学生、市民が交流・
意見交換を行い、事業者間だけでなく、商店会と個人な
ど、多様な主体がマッチング、コラボレーションできる
プラットフォーム（つながる場）を求める声が寄せられ
たことから、既存事業を基盤として新たな価値創造や
課題解決に向けた連携を生み出す仕組みや機会づくり
の充実を図っていくことが必要です。

CO+LAB MUSASHINO農家見学会の様子

CO+LAB MUSASHINOによる商品の販売
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❷ 子ども・子育て世代と創るまち

本市の就学前児童数は、横ばいで推移しています。今後、市内の商店会などが事業発展していくため
には、買い物やイベント、事業サービスを、子どもが育ち、子どもや子育て世代が楽しめるという視点で
行うことが重要です。また、商店会や事業者と市が、子ども、子育て世代と関わりを持ち、意見交換をで
きる場づくりを行うなど、子ども、子育て世代とともにまちを創り、魅力を発信するための検討が必要
です。

❸ 商店会の担い手確保、活性化

市民や来街者の消費行動を支え、地域コミュニティの中核的役割を担う商店会では、担い手不足が深
刻化し、商店会の存続が危ぶまれています。そのため、運営が安定するための支援や、地域ごとに存在す
る課題に対応した支援のあり方について検討していく必要があります。また、商店会活性化の手法の１
つとして、学生などの若者、子どもや子育て世代、事業者等との新たな協働・連携した取組みも検討して
いく必要があります。

出典：武蔵野市「住民基本台帳」（各年4月1日現在）

出典：武蔵野市商店会連合会「武蔵野市商店会連合会データベース」令和5（2023）年

就学前児童数の推移

商店会数と会員数の変遷

（人） （%）

就学前児童 就学前児童以外 構成比

7.50

5.00

2.50

0.00

150,000

100,000

50,000

0
平成27年

142,899

7,118

135,781

4.98

平成29年

144,606

7,314

137,292

5.06

平成31年

146,645

7,332

139,313

5.00

令和３年

147,975

6,955

141,020

4.70

令和５年

148,196

6,574

141,622

4.44

会員数 商店会数

3,500 50

3,000
45

40

2,500
35

2,000 30
平成30年

3,152

49

令和元年

3,075

49

令和２年

3,068

49

令和３年

2,912

48

令和４年

2,818

47

令和５年

2,724

46
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（３）事業が持続・発展する環境づくり

❶ 高付加価値化＊、稼ぐ力の育成

本市は交通の利便性が高く、特に小売・サービス業に対する事業環境が整っていると言えます。一方
では、他の地域と比べて高い傾向にある家賃などの影響により、事業コストが高くなり、事業コストと
営業収益のバランスをとることが難しい面もあります。加えて、昨今の原油高や物価高騰は、その傾向
に拍車をかけています。また、市民１人当たりの年間小売販売額、小売吸引力指数＊は減少に転じてい
ます。
このような環境下において、事業を持続・発展させるためには、事業者が、個性的で魅力ある商品や

サービスを提供するための工夫を続け、事業の付加価値を高め、収益を確保していくことが必要です。
また、地域特性や市民・来街者が求めるニーズ、市民・来街者からの評価（ブランドやイメージ）を事業展
開に生かしていくことで、さらなるまちの魅力づくりにつながることが期待されます。
また、古くから事業を営む事業者が、事業の高付加価値化＊や事業継続していくためには、事業所・店
舗の改修、設備の更新・新規導入等の設備投資も重要であり、事業者アンケート調査結果においても支
援ニーズが高いことがうかがえます。

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

事業所・店舗の改修、設備の更新・新規導入 27.8

資金調達（融資） 24.1

事業承継への支援 19.5

デジタル化・ＤＸの取組み支援 18.0

多様な働き方への支援（テレワーク環境、子育て・介護との両立支援 等） 18.0

販路開拓支援（情報発信・ブランド化 等） 17.1

人材の確保・育成 16.6

創業・開業支援 14.8

新事業展開・第二創業への支援 13.3

ＳＤＧｓへの取組み支援 13.3

製品・商品・サービスの開発・魅力向上 12.3

企業間連携・異業種交流 12.3

経営力やスキルアップに向けた「学ぶ」機会づくり 11.8

脱炭素に向けた取組み支援（省エネ化、再生エネ化、新事業化 等） 10.5

経営相談、専門家による診断・アドバイス 8.8

大学や研究機関との連携 6.2

その他 3.5

無回答 14.3
n=601

出典：武蔵野市「武蔵野市事業者アンケート調査結果　令和４（2022）年」

充実してほしい支援策
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❷ 事業の持続・発展のための支援

新型コロナウイルス感染症により、多くの事業者の売上高が大きく減少した中、事業の持続・発展の
ための支援が重要となっています。
事業者アンケート調査結果から、販売拡大に向けて必要な支援策をみると、広告・宣伝、情報発信への

支援が最も求められています。消費者等に対してより効果的な情報発信を実施することが重要となっ
ており、適切な事業者支援をしていく必要があります。

0% 10% 20% 30% 40%

n=601

広告・宣伝、情報発信 37.8

24.8

18.5

13.3

11.1

10.8

8.7

3.5

3.5

2.8

23.1

7.7

店舗・施設の改築支援

ネット販売展開

マーケティング支援

ブランド化事業

取引先とのマッチング

相談・アドバイス

展示会等への出展支援

海外販路展開

その他

特にない

無回答

出典：武蔵野市「武蔵野市事業者アンケート調査結果　令和４（2022）年」

販売拡大に向けて必要な支援策
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❸ 様々なデジタル化への対応

事業者アンケート調査結果から、様々なデジタル化への対応については、４割強の事業者が取り組め
ていない状況がみられます。一方で、取り組んでいる事業者も同じく４割強いますが、具体的な取組み
の実施割合をみると、どの項目も実施割合は低い傾向にあり、最も取り組まれている「HPやSNSなど
による情報発信」も５割強に留まる状況です。
その他の項目でも、経営や人事などの内部事務のデジタル化に至っては３割程度、キャッシュレス化

の対応も４割程度であることから、今後、事業者の取組み実態とニーズに応じた支援を行っていくこと
が必要となっています。
また、テレワーク環境の整備についての取組みも少ないことから、多様な働き方を実現し、様々な人

材が活躍できる雇用環境づくりへの支援も必要であることがうかがえます。

n=601これから取り組もうとしている 10.3％

すでに取り組んでいるが、
上手く進んでいない

18.0％

取り組む必要がなく、
予定もない
12.8％

わからない 10.1％ すでに取り組んでおり、
特に問題はない
25.8％

無回答 4.3％

関心はあるが、
取り組んではいない

18.6％

出典：武蔵野市「武蔵野市事業者アンケート調査結果　令和４（2022）年」

デジタル化への取組み状況

デジタル化への具体的な取組み

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

n=263

HPやSNSなどによる情報発信 55.9
43.3
42.2
41.8

37.3
30.8
30.0
28.5

17.1
14.1
14.1

9.9
7.2
7.2

2.7
2.7

支払決済のキャッシュレス化
連絡ツール（電子メール・社内SNS等）

顧客・販売管理のデジタル化
経営資料のデジタル化

人事・労務管理のデジタル化
Webを通じた会議・商談

自社によるインターネット取引・販売
テレワーク環境の整備

インターネットショッピングモールへの出店
ネットを利用した金融サービス

デジタル技術を活用した業務プロセス（工程）の改革・効率化
デジタル技術を活用した新サービス・新市場の創出

デジタル技術を活用した新しい組織づくり・働き方改革の実現
その他
無回答
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❹ 人材不足への対応

事業者アンケート調査結果をみると、事業者の３割近くが人材不足と認識しており、人材の確保・育
成は喫緊の課題となっています。業種別では、「建設業」、「製造業」、「宿泊業,飲食サービス業」、「生活
関連サービス業,娯楽業」、「医療,福祉」で３割を超えています。
今後の人材確保のためには、個々の価値観やライフスタイルに合わせた働き方の実現に向けた環境づ

くりが必要です。また、人材の育成においては、ICT＊技術の発展に伴うニーズに対応するためのスキル
習得等による業務効率向上の取組みなどを支援していくことが必要です。

❺ 多様な人材が活躍できる環境づくり

ライフスタイルや働くことへの意識の変化により、働き方の多様化が進んでいます。多様なキャリア
形成を図っていくため、副業・兼業ができる企業も増え、また、デジタル技術の急速な進展によって新た
な職業や仕事も生まれています。今後は、副業・兼業や学びなおし（リスキリング）を希望する人など、
多様な人材が自己実現に向けてチャレンジできる環境づくりを行っていくことが市内産業の持続・発展
においても重要となっています。

（ｎ）

（％）

合計 （601）

建設業 （20）

不足している 概ね適当・不足していない 人材は過剰気味である 無回答

製造業 （15）

専門・技術サービス業 （46）

卸売業,小売業 （187）

不動産業，物品賃貸業  （74）

宿泊業，飲食サービス業 （103）

生活関連サービス業，娯楽業 （54）

医療,福祉 （53）

その他 （44）

28.3

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

65.2 1.3 5.2

35.0 60.0 5.0

40.0 53.3 6.7

19.6 71.7 2.2 6.5

26.2 67.4 1.6 4.8

13.5 77.0 1.4 8.1

34.0 60.2 1.9 3.9

37.0 57.4 5.6

30.2 69.8

38.6 54.5 6.8

出典：武蔵野市「武蔵野市事業者アンケート調査結果　令和４（2022）年」

人材の確保状況
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（４）起業・創業・事業承継支援

❶ 起業・創業支援

本市では、「むさしの創業・事業承継サポートネット＊」として、武蔵野商工会議所や金融機関、不動産
協会等が連携し、ワンストップ相談を行っています。その相談件数は、年々増加傾向にあり、本市におけ
る起業・創業に向けたニーズが高いことがうかがえるため、希望する方が相談しやすい環境づくりや認
定創業支援施設＊等との連携を図っていくことが必要となっています。また、事業を軌道に乗せるため
の成長支援も重要であり、起業後の伴走型支援＊の充実も図っていく必要があります。
さらに、女性や若者、シニア層が起業にチャレンジできる環境づくりや、子どもへのアントレプレ

ナーシップ（起業家精神）教育も重要となっています。

出典：武蔵野市「相談件数及び相談者数集計　令和４（2022）年」

創業相談件数及び相談者数の推移

相談件数 （単位：件） 相談者数 （単位：人）

0

20

40

60

80

100

120

平成30年度

49

48

令和元年度

32
32

令和2年度

47

47

令和3年度

78

57

令和4年度

117

63
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❷ 事業承継

事業承継は、事業者にとってセンシティブ
な事柄であり、その実情が見えにくい側面が
あります。事業者アンケート調査では、後継
者の状況について「承継しない」、「候補はい
るが決まっていない」、「承継したいが候補が
いない」との回答が合わせて４割強、また事
業承継を検討している事業者のうち、事業承
継の課題として、６割強が「後継者の育成」、
３割半ばが「ノウハウ・スキル等の承継」を課
題と回答していますが、潜在的なニーズや表
面化していない課題もあると考えられます。
事業者が育んできた魅力ある事業は、貴重

な地域資源です。事業承継を支援していくた
めには、丁寧にニーズの把握に努め、専門機
関と連携しながら時間をかけて相談対応を
行っていくことが必要です。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

n=186

後継者の育成

ノウハウ・スキル等の承継

相続税・贈与税等の税金対策

事業承継に係る法制度・税制度

従業員の理解

承継前の経営者の個人補償や担保

自社株等の資産の取扱い

その他

無回答

61.8

34.4

31.2

18.8

18.3

17.2

12.9

3.8

3.2

出典：武蔵野市「武蔵野市事業者アンケート調査結果　令和４（2022）年」

後継者の状況

事業承継の課題点

n=492

承継したいが
候補がいない
9.3%

候補はいるが
決まっていない
10.2%

決まっている（親族）
20.5%

決まっている
（親族以外）
3.5%

その他
2.6%

まだ決める
必要がない
27.0%

承継しない
23.0%

無回答
3.9%
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（５）安全・安心に対する意識変化と対応策の検討

世界情勢や異常気象による自然災害の激甚化、感染症の流行など、昨今の社会において、「安全・安心」
が重要なキーワードとなっています。本市においても、事業者アンケート調査結果から事業者が望む武
蔵野市のまちの方向性をみると、「治安が良く災害に強い安全なまち」が上位に挙がっており、関心の高
さがうかがえます。
事業者は、自然災害や感染症などの緊急事態発生への備えや、事業継続のための対策を行う必要があ

り、市としてもコロナ禍を通じて得られた知見を、今後の経済危機への備えや事業者支援に生かしてい
く必要があります。
一方で、若者、子育て世代、高齢者、障害のある方や外国人等の市民や来街者が安全・安心に買い物や

食事等ができるハード・ソフト両面からの環境づくりも求められています。
さらに、消費者被害の防止、エシカル消費＊などの消費者教育、若年世代が事業や金融等について学ぶ

機会の確保も、安全・安心への意識を高める取組みとして期待されます。
事業者と消費者の安全・安心に対する意識・関心の高まりを受け止め、コロナ禍を経て得られた知見を

生かした支援策などの検討が求められています。

出典：武蔵野市「武蔵野市事業者アンケート調査結果　令和４（2022）年」

武蔵野市のまちの方向性

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

n=601

個性ある店から大型店まで歩いて回れる、
買物やまち歩きが楽しいまち

治安が良く災害に強い安全なまち

42.3

38.8

36.6

23.6

23.0

20.1

18.3

10.6

10.0

7.5

7.2

7.2

3.3

4.5

3.7

静かで豊かな緑に囲まれた住環境が広がるまち

医療体制が整い、健康づくりが盛んな、
いきいきと健康で暮らし続けられるまち

日頃から文化や芸術に触れあえるまち

妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援がある、
安心して子育てしやすいまち

年齢や、障がいのあるなしに関わらず暮らし
続けられる、支え合いのあるまち

全ての人がその個性と能力を生かせる多様性が尊重されるまち

ごみの発生抑制やエネルギーの地産地消により、
環境に配慮した持続可能なまち

市民参加、地域参加、ボランティアなどが
盛んな市民力の高いまち

誰もが学びたいときに学べる、生涯学習環境が整ったまち

商工業がさかんな産業都市

行政サービスに人工知能やＩＣＴ関連技術などを
取り入れた先進都市

その他

無回答
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第 44 章 目指すまちの姿

第六期長期計画・調整計画で示された武蔵野市の目指すべき姿の方向性を踏まえて、「武蔵野市産業
振興計画」で設定され、「第二期武蔵野市産業振興計画」に引き継がれた基本理念を踏襲し、本計画にお
ける基本理念を以下のとおり定めました。

1 基本理念

本市は緑豊かな住宅都市であるとともに、商業施設や飲食店が集積し、広域的
な集客力を持つ吉祥寺駅を中心とした「吉祥寺地域」を有するほか、総合体育館や
市民文化会館をはじめとした文化・スポーツ施設や市役所をはじめとする行政機
関、オフィス機能が集積する三鷹駅を中心とした「中央地域」、農地や雑木林が残
され自然豊かな住環境と、武蔵野プレイス＊が市民活動や市民交流の拠点となっ
ている武蔵境駅を中心とした「武蔵境地域」があり、市民のみならず多くの人々に
親しまれるまち、多様な文化を発信するまちとして発展してきました。
この特性を生かしながら、都市や地域の抱える様々な課題に市民と事業者が一

体となって取り組んでいくことで、人生100年時代＊にふさわしい、誰もが安心し
て暮らし、働き、楽しむことのできるまちとして、取り巻く環境が時代とともに変
化する中で、選ばれ続けるため、本計画の基本理念を次のように定めます。

“まちの魅力”を高め“豊かな暮らし”を支える産業の振興
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2 武蔵野市の産業振興の方針と目標

前計画の策定時点からの社会・経済情勢等の変化と市内産業や商店会・事業者等が直面する課題や現
況等に対応したうえで、本計画に掲げる基本理念を達成するために、以下の５つの方針を設定し、それ
に紐づく目標を達成するために各施策を展開するものとします。

方針1　武蔵野市の魅力や価値を高める産業振興
文化資源やクリエイティブ産業との連携、観光推進や都市農業の振興などに取り組むことで、まちの

魅力を醸成し、活力と賑わいの創出につなげ、市内産業の価値を高めることをこの方針における目標と
します。

≪設定にあたっての主な関連項目≫
社会・経済情勢の変化� 4頁�「１��新型コロナウイルス感染症の影響」、
� 7頁�「３��情報通信技術をはじめとしたテクノロジーの進展と活用」
武蔵野市の産業の現況と課題� 11頁�「（１）個性的で魅力あるまちづくり」

方針2　地域や学生等と連携して創る産業振興
商店会（街）・事業者への支援、子どもや子育て世代、学生等との連携、地域資源を活用した事業づくり

などに取り組むことで、市内産業の魅力や価値を持続可能なものとするための各主体との連携を図るこ
とをこの方針の目標とします。

≪設定にあたっての主な関連項目≫
社会・経済情勢の変化� 5頁�「２��少子化による人口減少と高齢者比率の相対的な増加」
武蔵野市の産業の現況と課題� 13頁�「（２）様々な連携の創出と促進」

方針3　都市の活力を担う持続可能な産業振興
経営や事業革新への支援、デジタル化・DX＊への対応、事業承継支援、環境に配慮した事業活動の推進
などに取り組むことで、本市の産業の活力を持続・発展させていくことをこの方針の目標とします。

≪設定にあたっての主な関連項目≫
社会・経済情勢の変化� 7頁�「３��情報通信技術をはじめとしたテクノロジーの進展と活用」、
� 8頁�「５��気候変動・環境問題の深刻化」
武蔵野市の産業の現況と課題� 15頁�「（３）事業が持続・発展する環境づくり」

方針4　個性を生かし誰もがチャレンジできる産業振興
学びなおし（リスキリング）への支援、ワーク・ライフ・バランス＊に配慮した雇用環境づくりへの支

援、起業・創業支援、伴走型支援＊などに取り組むことで、個性を生かして「働き」・「チャレンジし」・「活躍
できる」環境づくりを行うことをこの方針の目標とします。

≪設定にあたっての主な関連項目≫
社会・経済情勢の変化� ７頁�「４��働き方の変化・多様化の進展」
武蔵野市の産業の現況と課題� 15頁�「（３）事業が持続・発展する環境づくり」、�　19頁「（４）起業・創業・事業承継支援」

方針5　事業者・消費者のための安全・安心な産業振興
まちを訪れた方が安心して過ごせるまちづくり、消費者教育の推進、経済危機に対する備えなどに取

り組むことで、事業者や、来街者を含めた消費者にとって安全・安心な環境づくりを行うことをこの方
針の目標とします。

≪設定にあたっての主な関連項目≫
社会・経済情勢の変化� 8頁�「５��気候変動・環境問題の深刻化」、�「６��原油高・物価高騰・賃上げの動向」
武蔵野市の産業の現況と課題� 21頁�「（５）安全・安心に対する意識変化と対応策の検討」
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3 各主体が一体となって進める方針と施策

（１）産業振興に向けて　～つながり・推進する～

理念を達成するための方針とそれに関連する各施策は、本市の産業振興に関わるあらゆる主体がそれ
ぞれの役割を認識し、連携・協働しながら進めていくことが重要です。そのため、市は、本計画を推進し
ていくにあたり、各主体とつながりや連携の場を作りながら、まちが一体となって産業の振興を図れる
ように進めていきます。

（２）各主体が担う役割

「武蔵野市産業振興条例」では、各主体の責務・役割を定めていることから、それぞれが担う役割等を
改めて周知しながら本計画を推進することで、関連する方針・施策をそれぞれの意識の中に「自分事」と
して捉えられるよう努めていきます。

❶ 事業者

事業者（大型店舗等を含む）は、地域社会の一員として、商店会や商工関係団体の活動にも積極的に関
わり、市民や来街者とともにまちの魅力を高め、市民等の生活を支える商品やサービスを提供すること
が期待されます。

❷ 産業経済団体（商工関係団体）

商工関係団体は、重要な産業振興の担い手として、市や他の商工関係団体と連携し、事業者支援や産
業振興に関わる取組みを行うことが期待されます。

❸ 商店会

商店会は、地域に密着したサービスを提供するとともに、魅力ある商店街づくりに努め、市や商工関
係団体と連携しながら地域の活性化を図るとともに、市民や来街者にとっての地域コミュニティの１つ
となることが期待されます。

❹ 市民

市民は消費者であると同時に、地域産業を支えていく新たな担い手としても期待されています。市民
は市内産業がよりよい生活環境につながっていることを理解し、市内産業や、市、商店会、事業者等が行
う取組みにも関心を持ち、地域の一員として市内産業の活性化に関わることが期待されます。

❺ 市

市は産業振興計画を策定し、その内容を積極的に周知・啓発などを行い、事業者、商工関係団体、商店
会、市民などと相互に協力して産業振興を図る体制づくりに努め、産業振興施策を推進します。
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4 つながる場の形成

本計画策定に向けた産業振興審議会及び専門部会では、今後の市内産業の発展や商店会等における担
い手の確保等の様々な課題に対応するためには、これまで主体的に取り組んできた事業者・商工関係団
体だけではなく、多様な主体が参画できる情報交換・交流の場づくりが第三期武蔵野市産業振興計画の
新たな展開として必要であるとされました。加えて、計画策定に伴い市民等の意見を広く聞くために開
催したワークショップでは、子育て世代や大学生等の参加者からも、事業者・商工関係団体との意見交
換の場や課題を共有して、ともに考える場があるとよいという意見が多く聞かれました。
そこで、市では、事業者が多様な主体と情報交換や交流・連携し、自らの課題解決やイノベーション＊

にチャレンジするためのプラットフォームの構築（ワークショップの開催等）を図ります。プラット
フォームを通して、事業者や学生等が多様な主体との連携体を構築し、新たな事業や魅力の創造につな
げていきます。このほか、つながる場の形成にあたっては、関係部署の連携も積極的に図っていきます。
また、様々な情報や参画者が集まることで、まちの魅力づくりやにぎわいづくり、地域課題の解決に

関する事業の立ち上げや実施を推進します。

つながる場 “プラットフォーム” のイメージ

情報交換・交流を通じて 複数の多様なネットワークを創出します

＊各主体は例示となり、参画する対象を限定するものではありません
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5 私たちの暮らしとまちの産業

基本理念に基づき、産業振興施策を推進することにより、すべての市民が心身ともに健康で過ごせる
ウェルビーイング（身体的・精神的・社会的に良好な状態）なまちの実現を目指します。
そして、すべての市民が、それぞれのライフステージに合わせて楽しむことができるまち、チャレン

ジができるまち、活躍できるまちを目指します。

・近くで買い物や食事ができる環境があると安心だね
・商店会は地域のコミュニティとして大事にしてほしいな
・地域の農産物の魅力がもっと伝わるといいよね

・経験や知識を生かして働き続けられる環境だといいね
・個性あるまちを楽しむファンが増えるといいね

・生活に必要なものが身近で入手でき、商店会やまちの
人に見守られて安心して子育てを楽しんでいます
・子育てしながら市内でいきいきと働ける環境が整うと
いいよね

・副業やキャリア形成について知り、取り組む機会が
もっとあると良いな
・学びなおしでスキルアップができる機会も必要かな

・商店会等と学生が連携したイベントや事業があれば
参加したい、そんな仕組みがあるといいな
・将来は生まれ育ったこのまちで働いてみたいな

・武蔵野市の産業を知って学ぶ・体験できる場があるといいな
・商店会や地域で働く人たちとの関わりを楽しみたい
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